
 

2020-21 年度地区方針「行動するロータリアン！世界で何かよいことをしよう、TOGETHER！」 
 

本 日 第２３７５回 ２０２０年８月２８日（金）    No.２２５７ 
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前 回 第２３７４回  ２０２０年８月２１日（金）     記   録 
〇出席者：会員 23 名中 17 名出席 出席率 73.91％ 

 会長あいさつ  舟橋 龍秀 

今週は、8 月 7 日の続
きのお話をしたいと思
います。今日のテーマは、
緩和ケア医療について
です。前回、安楽死の話
をしましたが、死期が迫
っている患者さんの苦
痛は、身体的苦痛の他に、

精神的苦痛、社会的苦痛、宗教的、哲学的な心や精
神、魂といったスピリチュアルな問題があり、これ
らは切り離すことができない全人的苦痛として、患
者さんを苦しめます。それは患者さん自身のみなら
ず、家族も直面する問題です。そうした患者さんや
家族に対して、いたずらに積極的な身体的治療を施
すことは無意味で、患者さんや家族の苦痛を大きく
するばかりです。そこで、生命を脅かす疾患による
問題に直面する患者さんとその家族に対して、早期
に的確な評価と処置を行うことで苦痛を予防した

り、和らげたりすることによって、QOL（人生の質、
生活の質）を改善することを目指すことが重要です。
これを緩和ケア医療と言い、主として末期のがん患
者さんに対して実施されています。 

緩和ケア医療の第一の目標は、痛みのコントロー
ルです。末期がんの痛みは非常に強く、患者さんの
QOL を非常に低下させます。緩和ケア医療では、麻
薬の専門医が中心となって、適切な痛みのコントロ
ールをしています。緩和ケア医療では、患者さんの
精神的な面のサポートも非常に重要なことと捉え、
生命を尊重し、死をごく自然な過程であると認める
こと、死を早めたり引き延ばしたりしない、死を迎
えるまで患者さんが人生をできる限り積極的に生
きていけるように支える、家族が、患者さんの病気
のさなかや死後に、生活に適応できるよう支える、
ということを実現できるよう、緩和ケア専門医、精
神科医、心理師、緩和ケア専門看護師、ケースワー
カーなどがチームを作り、患者さんをサポートしま
す。 
 私の勤務先である名古屋第一赤十字病院では、専
門の緩和ケア病棟があり、そこは全室個室ゆったり
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とした空間の中で、最期を迎えることができるよう
に、チームが全力で支えています。ちなみに私もそ
のメンバーの一人です。患者さんは、緩和ケア医療
に行くかどうかするかを、専門医と面談を重ね、最
終的には、自己決定権が尊重されます。そうした過
程を経て、患者さんは、最後まで、比較的穏やかに
過ごされます。こうした取り組みは、従来、終末期
医療と言われてきましたが、最近は、患者さんが最
期を迎えるのに最も適したサポートを提供すると
いう観点から、ベストサポーティブケア（BSC）呼
ばれるようになっています。 
 今後ますます高齢化社会になる我が国において、
人生の最後をどう迎えるかは非常に大きな問題で
あり、とくに、不治の病を得て、人生を終わろうと
している人の最後の尊厳をどう守るかは、我々一人
一人が自分のこととして考えて行かなければなら
ない問題だと思います。 
 今日の会長挨拶はこれで終わりといたします。 

幹事報告 

本日の会合：第 1 回戦略委員会 於尾張旭市商工会
館内 講習会室 13:40～      

次回の例会：8/28(金)東尾張分区ガバナー補佐訪問  
次回の会合：8/28(金)ガバナー補佐懇談会 11:30～ 

於尾張旭市商工会館内 第 1 会議室 
出席対象者は、舟橋会長・ 
森井副会長・松永幹事・桜井会長エレ
クト・菊田次期幹事  

次回の会合：8/28(金)第 2 回クラブ協議会 13:00～ 
於尾張旭市商工会館内 講習会室 
ガバナー補佐卓話は後日 DVD を視聴。 
約 1 時間、クラブ協議会を例会出席全 
会員で開催。 

ニコボックス 

〇猛暑が続く中、熱中症にならないようお気をつけ
て下さい。           舟橋 龍秀君 

〇森さんの卓話を楽しみにしています。 
  舟橋 龍秀君、松永 洋子さん、飯田 幸雄君 
  加藤 清久君、金森 俊輔君、 熊澤  功君 
  西尾 輝久君、箕輪 良孝君 
〇本日、卓話を担当させていただきます。よろしく

お願いいたします。       森  康美君 
〇野間、農業用建物が順調に建設されています。8

月下旬よりもみすりが始まり新米がとれます。乞
うご期待。           加藤 清久君 

〇先日、ゴルフ 17 番、友人が熱中症で倒れる。皆
さん突然参ります。充分ご留意を。加藤 清久君 

〇愛知県会議員の黒田さんの自費出版本を配布さ
せて頂きました。お暇な時に手に取って、出来れ
ば目を通して、下さい。     桜井 雅博君 

〇暑さが厳しいですが気を付けましょう。  
菊田 利昭君、中森 正裕君 

〇異常な暑さが続いております。皆様御自愛を。 
森井 晴生君 

第1回戦略委員会 
日 時：2020 年 8 月 21 日（金）13:40～ 
場 所：尾張旭市商工会館内 講習会室 
協議題：１）新型コロナウイルス禍における例会 

 行事・活動の在り方について 
     ・オンラインでの例会・会合（ZOOM 例 

会・オンライン理事会等）も検討して 
いく必要性はあるが、基本的には集う
例会を重視していく。 
 

２）創立50周年を契機として 尾張旭RC 
の 2030 年・2070 年の展望について 

     ・今まで単年度での委員会活動をしてき 
      たが、将来的には複数年度継続の委員 

会メンバー・活動を検討していきたい。 
 

３）会員増強について 
 ・引き続き会員増強に力を注ぎ、紹介や 

   心当たりのある方々へ入会案内の声掛 
けをする。 

卓話 
「 The Seto Shinkin Bank 
Report 2020」  森 康美 
 本日、卓話を担当させて頂

きます森でございます。よろ

しくお願い致します。ロータ

リアンとしてお話をすること

はムリがありますので、私の身近な話題にて卓話を

させて頂こうと思います。 
 まず、瀬戸信用金庫を語るまえに信用金庫につい

てお話をさせて頂きます。信用金庫という金融機関

は、信用金庫法のもとで設立されており、北は北海

道、南は沖縄まで 255 金庫が営業しております。当

金庫は 2020 年 3 月末時点では、預金量全国 15 位

となっております。 
 では、当金庫の基本方針や概念をご説明致します。 
店舗数は出張所を含めまして 72 か店あります。水

野会長は瀬戸 RC 会員、成田理事長は瀬戸北 RC 会

員であります。第 11 時中期経営計画につきまして

は、「地域とともに」をビジョンとし、三方よりをキ

ーワードとして推進していきます。 
 主な経営指標をご説明しますと、業務純益

3,450M、コア業務純益 2,928M、出資総額 1,200M、 
純資産額 120,610M、自己資本比率 12.44％、職員

数1,247人でございます。同規模信金に比べまして、

利益率が見劣りすることが今後の課題と認識して

おります。 
 当金庫は SDGs 宣言をしております。「地域社会

への貢献」などを経営の基本方針に掲げており、そ

の取組みが SDGs の目指すゴールを合致しており

達成に向け取組みを推進しております。 
 令和元年 5 月 30 日に瀬戸信用金庫アートギャラ

リーが開館致しました。所在地は瀬戸市東茨町、旧

本町支店跡を活用しております。北川民治画伯の常

設展を行っております。 
 尾張旭市は当金庫としては、地元という位置付け

であり、5 か店（出張所を含む）を配置しておりま

す。お近くにお店でお取引を頂ければ幸いです。 
地域の皆様の成長発展に寄与するため、多様なニ

ーズにお応えできる業務を取り揃えております。瀬

戸・尾張旭 RC の皆さまにお取引頂けるよう役職員

全員所存でございます。本日は、貴重なお時間を頂

きありがとうございました。 


